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2024年2月3日、4日の両日、第31回ワン・ワールド・フェスティバル（OWF）を開催しましたところ、皆様のご協力のおかげをもちまして、無事、多くの方々に
お集まりいただき、盛況のうちに終えることができました。

このＯＷＦは、国際交流・国際協力の活動をするNGO/NPOなどが大阪市内に一同に集結し、近時はSDGｓの理念の実現を目指す行政や企業の皆様方
にも広くご参加を得て、それぞれの活動の報告を通じて来場された方々との交流を図り、その輪を世界に広げる場として開催を重ね、いつしか西日本最大
級の国際交流の祭りとも評されるようにもなりました。第31回目となる今回のOWFは、従来の北区民センター等の扇町エリアから、JR大阪駅北側に位置し
訪日外国人も多く集まる「梅田スカイビル」に会場を移し、「共に生きる世界を～みんなでWaku Waku！～」をテーマに開催いたしました。

メイン会場となる3階ステラホールでは、国際協力関連ブースが集結しました。NPO・NGOのほかに企業が参加して、計81のブースにおいて、SDGs17項
目の達成に向けた各団体の活動を紹介していただきました。これらを「見て、聞いて、理解する」ことで、「人権を尊重した社会」「共に生き、誰一人取り残さ
ない社会」を目指した輝かしい未来社会に向かって一歩を踏み出すことが可能な場を提供できたものと思います。

また、同じ3階ステラホールホワイエでは、ステージプログラムとして、多くのライブによる民族舞踊や民族音楽のショーのほか、出展団体によるセミナー
をお楽しみ頂きました。さらに同じフロアにて、外務省フォトコンテスト「世界の仲間と未来をつくる」への応募作品の展示会、民族衣装の着付け体験やワー
クショップ、世界の異文化体験のコーナーを開設し、4階会議室においては、参加団体の企画による12ものセミナーやワークショップが開かれ、いずれも多く
の方々にお楽しみいただきました。

会場の外の1階ワンダースクエアでは「みんなのキッチン」として、16のキッチンカー及びブースによる世界各国のグルメを提供していただきました。また、
同じ会場でUNHCRのご協力を得ての難民テント展示、メキシコ発祥のルチャリプレを起源とする大阪プロレスの興行も人気を博しました。さらに「みんなで
スポーツ」として同会場ではフィンランド発祥の「モルック」、タワーイースト36階スカイルームではパラスポーツ「ボッチャ」などの競技も多くの方々に体験し
ていただきました。また、オンラインにて、SDGｓを多角的に捉えて映像化した第4回「動画コンテスト」も実施いたしました。

この開催に当たりましては、参加して頂いた多くの団体の皆様のほか、場所をお貸しくださりご協力いただきました積水ハウス梅田オペレーション株式会
社様、そして外務省、総務省、文部科学省、経済産業省、環境省、関西領事団、大阪府、大阪市、堺市をはじめとする省庁・自治体並びに教育委員会、各
種団体、学校、企業等の皆様方には、運営協力、後援、協賛などの形で多大なご支援、ご協力をいただきましたことに、心から厚く感謝を申し上げます。ま
た、事前準備や当日のボランティアとしてご協力を頂いた方々も、本当にありがとうございました。

開催にあたっては、何かと不備なこともあったことかと存じ、ここでお詫び申し上げますとともに、その反省点は次回以降の運営に生かしていきたいと考
えています。

このたび、第31回OWFの詳しい実施内容を本報告書にてまとめましたので、ぜひご高覧頂ければと思います。ぜひ、改善点などの忌憚のないご意見を
頂き、次回以降もぜひご支援、ご協力を賜りますよう何卒よろしくお願いを申し上げます。

ワン・ワールド・フェスティバル実行委員会委員長
三木 秀夫

（特定非営利活動法人関西国際交流団体協議会理事長・弁護士）
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タイトル 第31回ワン･ワールド･フェスティバル

開催日時
１）全会場 ２０２４年２月３日（土） 10:00～17:00
２）全会場 ２０２４年２月４日（日） 10:00～16:30 全会場入場無料 雨天決行
３）オンライン開催 2024年2月1日（木）～2024年2月29日(木）

会 場

ワン・ワールド・フェスティバル実行委員会主 催

協 賛

運営協力

後 援

テーマ

実行委員会

㈱アクティブ・エステート、イワサ㈱、㈱ウィザス(第一ゼミナール・第一学院高等学校）、（学）上田学園、（学）エール学園、
大阪府生活協同組合連合会、大阪プライム法律事務所、(一社）大阪労働者福祉協議会、㈱大塚商会、㈱大番、音羽電機工業㈱、
カンサイ建装工業㈱、近畿労働金庫、サラヤ㈱、(宗)真如苑、㈱ジャスビコ、大日本除虫菊㈱、㈱ダシーズファクトリー、
新居合同税理士事務所、日本インプラント㈱、（一財）日本国際協力センター、日本労働組合総連合会大阪府連合会、㈱ベネシード、
ミナミまち育てネットワーク、㈱リゾートライフ

（公社）アジア協会アジア友の会、（公社）アムネスティ・インターナショナル日本・関西連絡会、（認活）大阪NPOセンター、
(一社）大阪青年会議所、（独）国際協力機構関西センター、（一社）南太平洋協会、イワサ㈱、㈱エキスプレス、㈱ディーボックス、

（特活）関西国際交流団体協議会

●全会場
１）梅田スカイビル・梅田ステラホール（大阪市北区大淀中1-1-30 梅田スカイビル・タワーウエスト3階
２）梅田スカイビル・タワーウエスト4階会議室（大阪市北区大淀中1-1-30 梅田スカイビル・タワーウエスト4階）
３）梅田スカイビル・ワンダースクエア（大阪市北区大淀中1-1-88）
●オンライン会場
１）ワン・ワールドフェスティバル 公式HP

共に生きる世界を ONE WORLD FESTIVAL ～みんなでWaku Waku ！～

大阪プロレス、川西モルックの会、（公財）京都市国際交流協会、サラヤ㈱、サントリーホールディングス㈱、ジャトー㈱、
専修学校クラーク高等学院大阪梅田校、㈱創縁舎、東豊配送㈱、㈱トライアングル、㈱阪神インダストリアルテクノロジー、
（特活）パラスポーツサポーター、民舞胡蝶

外務省、総務省、文部科学省、経済産業省、環境省、関西領事団、大阪府、大阪市、堺市、大阪府教育委員会、大阪市教育委員会、
堺市教育委員会、大阪府PTA協議会、大阪市PTA協議会、堺市PTA協議会、大阪商工会議所、（公社）関西経済連合会、（一社）関西
経済同友会、（公財）関西・大阪21世紀協会、（公財）大阪観光局、（公社）2025年日本国際博覧会協会、（公社）大阪府看護協会、大
阪弁護士会、日本労働組合総連合会大阪府連合会、（一財）自治体国際化協会、（公社）日本ユネスコ協会連盟、（公財）ユネスコ・ア
ジア文化センター、関西ＳＤＧｓプラットフォーム、（公財）大学コンソーシアム京都、（特活）大学コンソーシアム大阪、（特活）南大阪地
域大学コンソーシアム、（公社）日本WHO協会、（一財）大阪教育文化振興財団キッズプラザ大阪、梅田スカイビル商店会、北区商店
会総連合会、ミナミまち育てネットワーク、聖天通商店街振興組合、（公財）ワールドマスターズゲーム2021関西組織委員会
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来場者数
会場開催 来場者数 計 24,000 人 3日（土）12,000名 ／ 4日（日）12,000名
オンライン開催 15,245視聴者数

参加団体数

延べ 211人 3日（土） 108名 ／ 4日（日） 103名ボランティア数

ワン･ワールド･フェスティバル実行委員会事務局 （特定非営利活動法人関西国際交流団体協議会 杭全事務所内）
〒546-0002 大阪市東住吉区杭全1-15-18 大西ビル3F 
Tel：06-6777-1039 Fax：06-6777-2050 Mail：onefes.contact-post@onefes.net URL：http://onefes.net/

事務局

プログラム数 総合計 180プログラム（会場：143プログラム、オンライン：37プログラム）

参加団体総数：156団体（会場 122団体、オンライン34団）
１．会場；活動紹介ブース：79団体 プログラム参加団体：43団体

●会場参加団体数：122団体 ●会場参加プログラム数：143プログラム

２．オンライン：動画コンテスト：22団体、スポンサーチャンネル：12団体
●オンライン参加団体数：34団体 ●オンライン参加プログラム数：37プログラム

日本の国際協力活動を活発化し、より充実した活動を展開していくためには、ＮＧＯ／ＮＰＯやＯＤＡ実施機関、国際機関、地方自治体、企業、教育機関などとの連携・協働が重要であり
ＮＧＯ／ＮＰＯ自身も組織基盤を強化し、専門性を高めることが求められています。また、国際協力活動の裾野を広げるためには、開発途上国の状況とそれを生み出す原因を理解し、解
決するために何ができるかを考える教育(開発教育、地球市民教育等)の促進が重要です。さらに、市民一人ひとりがさまざまなかたちで活動に参加したり、行動したりするためには、情
報の提供やボランティア環境の整備、ネットワーク化が求められています。

そうした観点から、イベントの目的を下記のように設定しています。

イベントの目的

（１） 地球規模の課題や地域社会の課題への市民の意識とライフスタイルの変革の促進

（２） 課題解決への市民の参加促進

（３） 開発教育の促進

（４） ボランティア活動の促進

（５） 異(多)文化理解の促進

（６） 環境問題への意識の向上と活動の促進

こうしたことは短期間で達成できるものではありません。本フェスティバルを通して、多くの人々がさまざまな団体・機関と出会い、情報と出会い、人と出会って、今後につ
なげるための｢きっかけ｣や｢場(機会)｣となることをめざしています。

（７） ＮＧＯ／ＮＰＯ間の連携・協働の促進

（８） ＮＧＯ／ＮＰＯとＯＤＡ実施機関の連携

（９） ＮＧＯ／ＮＰＯと教育機関との連携・協働

（10） ＮＧＯ／ＮＰＯと行政機関との連携・協働

（11） ＮＧＯ／ＮＰＯと企業・経済団体との連携・協働

（12） ＮＧＯ／ＮＰＯの力量と意識の向上

（13） ネットワークの促進



会場マップ(1) 梅田スカイビル タワーウエスト
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ステラホール３階
会議室４階

ステラホールロビー



会場マップ(2) 梅田スカイビル ワンダースクエア、スカイルーム
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ワンダースクエア
タワーイースト36階スカイルーム2

タワーイースト36階



プログラムタイムテーブル(1) 2月3日（土）
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プログラムタイムテーブル(2) 2月4日（日）
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ステージプログラム（1） 梅田スカイビル3Fステラホールホワイエ
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ステージでは、3日（土）9プログラム、4日（日）8プログラムの合計17プログラムを開催致しました。世界各国の音楽やダンスのステージや国際性の高い講
演やSDGsについての取組などを発表して頂き、新たな会場で多くの来場者に楽しんで頂く事ができました。
2日間の出演された各団体及び演目は下記の通りです。

参加団体 プログラム名 プログラム内容

一般社団法人嗚呼A-yan!!

日本をアートで盛り上げる団
大阪ご当地ヒーローショー 大阪全域で活動しているご当地ヒーローの食育ヒーローショー。

松下 力也 中国楽器：嗩吶（スオナァ/チャルメラ）と笙による演奏ステージ 対照的な音色を持つ２つの中国管楽器「中国笙」と「嗩吶（スオナァ）」による演奏。

(独)国際協力機構関西センター JICA留学生×JICA海外協力隊帰国隊員による国紹介 留学生の母国/海外協力隊の赴任国を紹介。

松田 陽子 松田陽子さんライブ ワンフェス広報大使である松田陽子さんの歌のパフォーマンス。

OWF実行委員会 第4回ワンフェス動画コンテスト 第1部・対談 動画コンテスト審査員の白羽弥仁監督とフィリピン政府観光省・竹原浩二氏との対談。

OWF実行委員会 第4回ワンフェス動画コンテスト 第2部・授賞式 今年で4回目となる動画コンテストの表彰式。

OWF実行委員会 いまできる、分断の手当て 世界の紛争地域を取材し、情報を発信している堀潤氏の講演。

Global Mom to Mom
Global MOM to MOM 世界46ヶ国籍のファミリーが集う
コミュニティで、親子で世界と繋がろう

多国籍キッズ&ママによる英語での漫才、歌、ダンスのパフォーマンスと
観客参加型の英語ゲーム。

OWF実行委員会 みんなでLets'万博BON-DANCE！”この地球（ほし）の続きを” 万博公式ソング「この地球（ほし）のつづきを」の盆踊りバージョンを披露。

■2月3日（土）
■松田陽子さん(ワンフェス広報大使)ライブ

OWF実行委員長

三木 秀夫

(独)国際協力機構
関西センター所長

木村 出氏

(公社)2025年日本国際
博覧会協会担当局長
（中小企業・地域連携）

堺井 啓公氏

（一社）大阪青年
会議所理事長
更家 一徳氏

関西領事団団長・
在大阪英国総領事
キャロリン・
デービッドソン氏

■オープニングセレモニー



ステージプログラム（2） 梅田スカイビル3Fステラホールホワイエ

参加団体 プログラム名 プログラム内容

OWF実行委員会 みんなでLets'”万博BON-DANCE！”この地球（ほし）の続きを” 万博公式ソング「この地球（ほし）のつづきを」の盆踊りバージョンを披露。

Kaaj Dance ペルシャン ダンス ペルシャで栄えた文化がテーマのペルシャンダンスを披露。

大阪弁護士会 リーガリューとダンスとクイズで遊びましょう！ 大阪弁護士会新マスコットキャラクターの「リーガリュー」が、子どもたちと一緒にダンスを披露。

イヤオラナタヒチ 人と自然と共に生きるタヒチ 南国ポリネシア「タヒチ」に伝わる伝統舞踊「タヒチアンダンス」で自然や人の感情を表現。

OWF実行委員会 発見！を分かち合おう。~SDGsトピックス vol.1~ SDGsの珍しい取り組みをされている企業の取組紹介とトークディスカッション。

尚福テー 沖縄POPS 三線・ギター・ジャンベ・篠笛を使って演奏。沖縄音楽を通して平和や人権、多文化共生を発信。

Janjaree Exercise ジャンジャリ―エクササイズウィズフラ 日本語による現代風民族音楽を用いたジャンジャリエクササイズショー。

ハワイアンフラ研究会 ハワイアン フラ 『正しく、熱く、より楽しく』をモットーにハワイアンフラショーを開催。

■2月4日（日）

■ステージプログラムの様子

■大阪ご当地ヒーローショー ■中国楽器の演奏ステージ ■JICA留学生×
JICA海外協力隊帰国隊員による国紹介

第4回ワンフェス動画コンテスト
第2部・表彰式

第4回ワンフェス動画コンテスト
第1部・対談
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ステージプログラム（3） 梅田スカイビル3Fステラホールホワイエ

■堀潤氏講演「いまできる、分断の手当て」 ■Global MOM to MOM 
世界46ヶ国籍のファミリーが集う
コミュニティで、親子で世界と繋がろう

■みんなでLets'万博BON-DANCE！

”この地球（ほし）の続きを”

■ペルシャン ダンス

■リーガリューとダンスとクイズで遊びましょう！ ■人と自然と共に生きるタヒチ ■発見！を分かち合おう。
~SDGsトピックス vol.1~

■沖縄POPS

■ジャンジャリ―エクササイズウィズフラ ■ハワイアン フラ ■クロージングセレモニー

会場で能登半島地震支援活動のための募金を行い計121,443円が集まりました。
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セミナー・ワークショップ（1）梅田スカイビル4F会議室
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梅田スカイビルタワーウエスト4階会議室において、セミナーやワークショップ、映画の上映などを開催しました。2日間で各1時間ごとのプログラムを計１２回実
施し、国際協力に携わる方々から現場の報告を聞き、一緒に考え、国際情勢についての理解を深めることができました。学生や大人向けの講演が多い中、動
く絵本「ニジェール物語」上映会と原作者トークショーは、親子での参加も目立ち、満席で立ち見がでるほど盛況でした。今回のセミナー参加団体及び内容につ
いては下記の通りです。

■４階会議室でのセミナーの風景

参加団体 テーマ セミナーの概要
特定非営利活動法人 国連UNHCR協会 難民問題の現状と私たちにできること 世界の難民問題の現状と、UNHCRの支援活動、私たちにできること等に

ついて対話をしました。

一般社団法人海外コンサルタンツ協会、世界
銀行、関西NGO協議会、（独）国際協力機構
関西センター

国際協力業界で働く
～自分に合ったキャリアを見つける～

国際協力の仕事には多様な選択肢が存在します。国際協力業界の様々
なアクターの特徴を紹介し、自分に合ったキャリアを見つけるヒントを提供
しました。

一般社団法人 南太平洋協会 ASPA南太平洋WAKU WAKUセミナー
～太平洋島嶼国の人々とつながろう～

太平洋島嶼国の人々を招き、太平洋島嶼国の概要、日本との友好関係、
歴史やお国自慢、また地球温暖化の現状などを、Q&A形式で紹介し対話
しました。

■2月3日（土）



セミナー・ワークショップ（2）梅田スカイビル4F会議室

13

■2月3日（土）

参加団体 テーマ セミナーの概要

モンゴル料理 こぺん みて、さわって、感じてみよう！
～サステイナブルなモンゴル遊牧生活♪～

モンゴルの遊牧生活の知恵を体感できるワークショップを開催しました。

NPO法人 大阪ユネスコ協会 留学生と平和を語ろう！！ 国際社会の紛争や人権の課題を通して、互いに理解を深めながら留学
生と国際社会の平和な未来を一緒に考えました。

外務省 国際協力の現場より（女性NGO職員の活躍） 国際協力分野で活躍する女性NGO職員の方々から、座談会形式で印象
に残った事、大変だった事等の実体験を語っていただきました。

一般社団法人ニジェール物語製作委員会 動く絵本「ニジェール物語」上映会と原作者
トークショー

アフリカの国 ニジェールでの体験を基にした動く絵本の上映会の後、原
作者のトークショーを行いました。

（独）国際協力機構関西センター JICA関西教師海外研修報告会
～ペルーで見て・聞いて・考えたこと～

南米・ペルーでの海外研修に参加した11名の学校教員の方々による、授
業実践報告会を行いました。

ウータン・森と生活を考える会 ドキュメンタリー映画「森の守り人〜バスキの
場合〜」完成版上映

ボルネオ島タンジュン・プティン国立公園近郊で、かつて違法伐採をして
いた住民とともに、在来種による森林再生をめざして奮闘してきたローカ
ルNGOのバスキさんを主人公にした映画上映を行いました。

■2月4日（日）

参加団体 テーマ セミナーの概要
公益社団法人 日本WHO協会 健康は平和の礎 現在世界で発生している紛争・戦争と人の健康について、一般の方々と

一緒に考えました。

国連環境計画 国際環境技術センター
（UNEP-IETC）

UNEP（国連環境計画）サステナビリティセミ
ナー 進化するサステナビリティと未来社会 -

国連と企業と一緒に取組むSDGsアクション

地球全体の環境保全をリードするUNEPと日本を代表するグローバル企業

が集まり、サステナブルな未来社会に向けた想いとその取組みを紹介し、
私たちが一緒にできるアクションについて考え、ディスカッションを行いまし
た。

（公社）アムネスティ・インターナショナル日
本・関西連絡会

ワークショップ 普遍的人権の視点でジェンダーとセクシュアリティを考えるトークセッション
等を行いました。



出展ブース(1)梅田スカイビル3Fステラホール
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梅田スカイビルタワーウエスト3Fステラホールに、イベントの中心となるNPO/NGOなどによるSDGsの取組活動を紹介する「展示ブース」を設けました。
NPO/NGOのみならず、国際機関、政府機関、行政機関、教育機関、企業も参加し81ブースが一堂に会し、大変盛況となりました。今回のブース配置は
来場者にとって分かりやすいように、SDGs17の目標を５つのキーワードで考える「５つのP」に沿ったグループ分けとしました。多くの来場者が訪れ、来
場者と出展者との間に対話がうまれ、SDGsを達成するための具体的な取り組みを「見て、聞いて、理解する」ことができました。

People

1 独立行政法人 国際協力機構 関⻄センター 20 認定NPO法人テラ・ルネッサンス

2 独立行政法人 国際協力機構 関⻄センター 21 関⻄学院⼤学 国際交流・国際協力支援団体 CLUB GEORDIE

3 フェアスマイル(神⼾学院⼤学） 22 和歌山⼤学「Wakayama ASEAN Project」

4 公益社団法人日本WHO協会 23 認定NPO法人 日本ベジタリアン協会

5 認定NPO法人つながるいのち 24 公益社団法人 日本キリスト教海外医療協力会

6 世界銀行 25 ⻘年海外協力隊⼤阪府OB・OG会

7 一般社団法人 海外コンサルタンツ協会 26 一般財団法人 日本国際協力センター 関⻄支所

8 認定NPO法人 Future Code 27 エリーニ・ユネスコ協会

9 C.P.I.関⻄教育⾥親会 28 特定非営利活動法人 ケニアの未来

10 特定非営利活動法人 アフリカ児童教育基金の会ACI 29 特定非営利活動法人ニランジャナセワサンガ

11 特定非営利活動法人 ＢＨＮテレコム支援協議会 関⻄事務所 30 独立行政法人 国際交流基金 関⻄国際センター

12 一般社団法人 コミュニティ・４・チルドレン 31 ⼤阪弁護士会

13 一般財団法人 ゆうちょ財団 32 一般社団法人スペシャルキッズサポート振興協会

14 ハイチの会 33 特定非営利活動法人 AWPS

15 災害人道医療支援会 34 認定NPO法人 ⼤阪府高齢者⼤学校

16 特定非営利活動法人 LOOB JAPAN 35 認定NPO法人パレスチナ子どものキャンペーン

17 クラーク高等学院 ⼤阪梅田校 36 特定非営利活動法人 国際交流の会とよなか（TIFA）

18 ⼤阪ユニセフ協会 37 公益財団法人 アムネスティ・インターナショナル日本 関⻄連絡会

19 ⼤阪YMCA



出展ブース(2)梅田スカイビル3Fステラホール
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Planet

44 ウータン・森と生活を考える会
45 特定非営利活動法人 緑化ネットワーク
46 国連環境計画 国際環境技術センター (UNEP-IETC)
47 認定NPO法人ボルネオ保全トラスト・ジャパン
48 一般社団法人 南太平洋協会
49 公益財団法人オイスカ 関⻄研修センター・関⻄支部
50 公益財団法人オイスカ 関⻄研修センター・関⻄支部
51 一般社団法人 日本ビルマ救援センター
52 創価学会関⻄⻘年平和会議

Peace

53 創価学会⼤阪女性平和委員会
54 キューバを知る会・⼤阪
55 ドイツ国際平和村
56 一般社団法人 関⻄エスペラント連盟
57 公益財団法人⼤阪ＹＷＣＡ
58 内閣府国際平和協力本部事務局
59 ⼤阪市立⼤学 同窓会 事務局
60 ⼤阪市立⼤学 同窓会 事務局
61 特定非営利活動法人 RAFIQ

Prosperity

38 公益財団法人 ⼤阪国際交流センター
39 認定NPO法人 国際地雷処理・地域復興支援の会
40 一般社団法人 オイコクレジット・ジャパン
41 プロジェクトアプロード
42 ⼤阪府⻘年国際交流機構
43 特定非営利活動法人 ILO活動推進日本協議会

Partnership

62 NPO法人 日本アジア球友団ラリグラス
63 特定非営利法人NICE（日本国際ワークキャンプセンター）
64 ⼤阪府協同組合・非営利協同セクター連絡協議会
65 株式会社国際開発ジャーナル社
66 公益社団法人 アジア協会アジア友の会
67 特定非営利活動法人 関⻄NGO協議会



出展ブース(3)梅田スカイビル3Fステラホール
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企業ブース
71 日立造船株式会社
72 音羽電機工業株式会社
73 アルファス株式会社
74 とことこあーす株式会社
75 株式会社アートフィア―
76 株式会社ダシーズファクトリー
77 株式会社 坂ノ途中 海ノ向こうコーヒー事業部
78 サントリーホールディングス株式会社
79 サラヤ株式会社（特定非営利活動法人ゼリ・ジャパン）
80 サラヤ株式会社
81 コバオリ株式会社

特別出展
68 公益社団法人2025年日本国際博覧会協会
69 フィリピン政府観光省
70 協同組合 ⼤阪府旅行業協会

■ステラホールの風景



出展ブース(4)梅田スカイビル3Fステラホール
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■ステラホール内、通路の様子

■フェアトレード商品の陳列

■屋外展示ブース

UNHCRの難民テント展示は、ワンダースクエアで実施しました。



写真展、震災支援、物販ブース 梅田スカイビル3Fステラホールロビー
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■外務省フォトコンテスト
第31回ワン・ワールド・フェスティバル外務省フォトコンテスト「世界の仲間と未来をつくる」 ■「能登半島地震」支援・地震災害情報ブース

来場者が行き交う梅田スカイビルタワーウエスト3F ステラホールロビーでは、外務省フォトコンテスト「世界の仲間と未来をつくる」を開催しました。また、
「能登半島地震」の被災者救済のために支援・地震災害情報ブースや募金箱を設置しました。その他、社会貢献度の高い企業やセミナー参加団体によ
る物販ブースの出展もありました。

■物販ブース



体験プログラム 梅田スカイビル3Fステラホールロビー
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ハート型リース作り

■世界の異文化体験 ■世界の民族衣装の着付け体験

■SDGsワークショップ

小枝のストラップ作り リサイクル貝殻アート

ピニャータの飾り付け

毎回人気の体験プログラムは、SDGsワークショップやメキシコのピニャーターづくり、民族衣装の着付けを体験していただきました。



みんなのキッチン ワンダースクエア
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梅田スカイビル１階ワンダースクエアで、世界の料理を食べることができる「みんなのキッチン」を開催しました。大阪もんの食材を使って提供される世界
のグルメを存分に楽しんでいただくことができ、国際色豊かな民族料理のキッチンカー12台と４店舗の屋台で提供されました。真冬の開催で人出が危惧
されましたが、開催中天候に恵まれ、多くの方々が訪れ、大阪プロレスの力強い妙技を見ながら食事を楽しんでいただきました。

■出店名



縁日と大道芸パフォーマンス ワンダースクエア
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■大道芸 けん玉パフォーマンス
実施日時：2月3日（土)12:30、13:30 2月4日（日）12:30、13:30■縁日（スーパーボール、ガチャくじ、射的、ビニールくじ）

ワンダースクエアは外国人も訪れ多くの人々が集い交流できる国際交流の場となっています。外国から訪れた旅行者にも日本の祭り文化を体験していただくため
に、今回は縁日コーナーと大道芸パフォーマンスコーナーを特別に設け、多くの方々に楽しんでいただきました。



みんなでスポーツ ワンダースクエア
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パラスポーツの体験やメキシコ発祥のルチャリブレが起源の大阪プロレスの試合を開催しました。モルック体験と大阪プロレス興行は、梅田スカイビル１
階ワンダースクエアにて、またボッチャ体験は梅田スカイビルタワーイースト36階スカイルーム2にて実施しました。

■モルック体験 ■ボッチャ体験

■大阪プロレスの試合 ■建物の上からも窓越しに観戦でき大勢が試合を見ていました



会場の風景 ワンダースクエア

23

梅田スカイビルの空中展望台は、大阪を代表する観光地の一つとして、外国から多くのお客様が訪れる観光スポットです。この日は空中展望台も大盛
況で、海外から多くのお客様が押しかけ、ワンダースクエアで開催されていたみんなのキッチンでの食事、海外ではポピュラーなモルックの競技を体験
していただいたりとイベントを楽しんでいただくことができました。

■キッチンカーのグルメを楽しむ方々

■ワンダースクエアを歩く海外からの団体旅行客 ■のぼり■ミャクミャクとの記念撮影

■ワンダースクエアの様子



実行委員会の取り組み パスポート
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■パスポートスタンプラリーカウンター

■出国カウンター

Wakuwaku Passport Stamp Rallyを開催しました。新企画のこの試みは、会場に入場した来場者は入国の印としてパスポートを手渡され、ステージや
セミナープログラムなど様々なプログラムをワクワクしながら楽しんでいただいた後、各フロアのスタンプラリーカウンターでそのワクワク感をスタッフに
伝えてスタンプを３つ以上集めて、出国カウンターで好きな景品をいただけるという楽しい企画です。多くの来場者にご参加いただきました。

■パスポート



第4回ワンフェス動画コンテスト(1)オンライン
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■HP掲載期間：2024年2月1日（木）～2024年6月末（予定）

1.ジェンダー平等を実現しよう 2.Aくんの学校生活

3.教育とSDGs 4.教育の大切さ

5.自覚していますか？ 当り前じゃない「当たり前」 6.水の危機を知ろう 7.Who are left behind? 取り残されているのは誰？

■小・中・高校生部門作品一覧

小・中・高校生部門 応募作品

1 ジェンダー平等を実現しよう

2 Aくんの学校生活

3 教育とSDGs

4 教育の大切さ

5 自覚していますか？ 当り前じゃない「当たり前」

6 水の危機を知ろう

7 Who are left behind? 取り残されているのは誰？

SDGsの理念や国際交流・国際協力への理解と促進のために、動画視聴者が啓発され、行動を起こす一歩につながる内容の90秒以内の動画を募
集し、優秀作品を表彰する動画コンテストを実施しました。今回は4回目の開催となります。

最優秀賞

優秀賞 優秀賞

優秀賞

スポンサー賞スポンサー賞



第4回ワンフェス動画コンテスト(2)オンライン
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1.江別市遺跡巡り 土偶からクッキー作りへ 2.空き缶の居場所は

3.時代とともに変わる常識 4.大学生の１日 Vlog

5.山ガール 6.農家と野菜嫌いの子供

専門・大学生・社会人部門 応募作品

1 江別市遺跡巡り 土偶からクッキー作りへ

2 空き缶の居場所は

3 時代とともに変わる常識

4 大学生の１日 Vlog

5 山ガール

6 農家と野菜嫌いの子供

7 四季消滅2123

8 ひとつの行動で 誰かのために 自分のために

9 日常から見直すSDGs

10 波とゴミと僕

11 どれも特別な愛

12 傷つく一言

13 らしさ

14 「サステナブルセレクト エリオンマート」

～エシカル商品編～

15 サスティナブル、宏美

今回は、応募部門の見直しを行い【小・中・高校生部門】と【専門・大学生・社会人部門】とに分けての募集となりました。今回は【小・中・高校生部門】7
作品、【専門・大学生・社会人部門】15作品が事務局に寄せられました。作品は全国から寄せられるようになり、応募された作品にはストーリー性の高
いものが多く含まれ、年々質の高まりを感じられるものとなりました。この動画コンテストは例年通りオンラインプログラムとして開催され、応募作品を
ワン・ワールド・フェスティバルHPで公開し、広く視聴頂けるようになっています。

■専門・大学生・社会人部門作品一覧



第4回ワンフェス動画コンテスト(3)オンライン
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10.波とゴミと僕 11.どれも特別な愛 12.傷つく一言

13.らしさ
14.「サステナブルセレクト エリオンマート」

～エシカル商品編～
15.サスティナブル、宏美

■専門・大学生・社会人部門作品一覧

9.日常から見直すSDGs8.ひとつの行動で 誰かのために 自分のために
7.四季消滅2123

最優秀賞

スポンサー賞

優秀賞



第4回ワンフェス動画コンテスト(4)オンライン
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応募作品の中から厳正な審査の結果、選ばれた受賞作品は下記の通りです。2月3日（土）に開催された第31回ワン・ワールド・フェスティバル「第４
回動画コンテスト」授賞式にて受賞作品を発表しました。授賞式では、受賞者へ賞状と賞品が授与され、それぞれの作品について審査委員および
スポンサー賞の企業様より、評価した点など詳しい講評を頂きました。

小・中・高校生部門 受賞作品名 団体/製作者（敬称略）
最優秀賞 Who are left behind? 清村元サムエル

優秀賞 ジェンダー平等を実現しよう 岡山龍谷高校 初等教育系Ａ班
石井梨里子、岩根沙樹、圓光莉々、太田心愛、篠村乃彩、佐藤惺也、曽根ひ
まり、高橋昊、 高細瑛人、平松嵩健

優秀賞 Aくんの学校生活 岡山龍谷高校 初等教育系Ｂ班
石橋紗希、梅澤宜史、川上ちえ、小寺朝陽、本宮理久、益本佳幸、吉本優里

優秀賞 水の危機を知ろう アクアユース
石丸莉菜子、相良廸子

サントリーホールディングス株式会社スポンサー賞 水の危機を知ろう アクアユース
石丸莉菜子、相良廸子

株式会社リゾートライフスポンサー賞 自覚していますか？ 当り前じゃない「当たり前」 岡山龍谷高校 初等教育系なうず
石井花綾、政野美空

専門・大学生・社会人部門 受賞作品名 団体/製作者（敬称略）

最優秀賞 「サステナブルセレクト エリオンマート」

～エシカル商品編～
石渡大暉

優秀賞 波とゴミと僕 池田彩

サラヤ株式会社スポンサー賞 「サステナブルセレクト エリオンマート」

～エシカル商品編～
石渡大暉

審査員

審査員長 吉田 忠彦 氏 近畿大学経営学部経営学科 教授

審査員 高橋 美和子 氏
関西NGO協議会連携促進アドバイザー／
神戸女学院非常勤講師

審査員 更家 一徳 氏 サラヤ株式会社 専務取締役

審査員 白羽 弥仁 氏 映画監督

審査員 鷲田 潔 氏 公益社団法人アムネスティ・インターナショナル日本・ 関西連絡会 副代表

審査員 濱崎 三枝子 氏 一般社団法人南太平洋協会 理事長

スポンサー賞選定企業

サラヤ株式会社

サントリーホールディングス株式会社

株式会社リゾートライフ

※スポンサー賞は各企業に選んで頂きました。



スポンサーチャンネル(1)オンライン
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■㈱リゾートライフ

スポンサーチャンネルは、ワン・ワールド・フェスティバルにご協賛いただいた企業のCMやCSR活動を配信するプログラムです。

■サラヤ㈱（2動画を配信）

■㈱ベネシード

■日本インプラント㈱

■㈱ジャスビコ ■㈱ダシーズファクトリー



スポンサーチャンネル(2)オンライン
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■近畿労働金庫（2動画配信）

■㈱ウィザス「第一ゼミナール・第一学院高等学校」（2動画配信） ■(学）エール学園

■(一財）日本国際協力センター関西支所 ■(学）上田学園 ■音羽電機工業㈱



運営協力
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本年度も多くの企業、団体様より運営協力を頂きました。お陰様で成功裏に閉幕できましたこと心より御礼申し上げます。

■運営協力企業、団体一覧

大阪プロレス、川西モルックの会、（公財）京都市国際交流協会、サラヤ㈱、サントリーホールディングス㈱、
ジャトー㈱、専修学校クラーク高等学院大阪梅田校、㈱創縁舎、東豊配送㈱、㈱トライアングル、
㈱阪神インダストリアルテクノロジー、（特活）パラスポーツサポーター、民舞胡蝶

■㈱創縁舎

■（特活）パラスポーツサポーター

■東豊配送㈱

■川西モルックの会■大阪プロレス

■サラヤ（㈱）



広報制作物・パブリシティ（１）
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■大阪市北区広報誌11月号■読売新聞 わいず倶楽部

■登竜門

■制作物

その他掲載

・大阪市市民活動ポータルサイト
・activo

・kvnet

■ボランティア情報の掲載

■動画コンテストの情報掲載

その他掲載

・大阪市市民活動ポータルサイト
・公募ガイド

■チラシ（日本語・英語）

■ポスター、パンフレット



広報制作物・パブリシティ（２）
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その他パブリシティ
・JICAと創縁舎によるプレスリリース配信協力
・後援及び協賛団体によるポスター掲示・チラシ配布協力
・出展者及び出演者のHP・SNSでのPR協力
・事務局によるHPおよびSNSでの配信
・その他PR協力

■じゃらんnet

■ＪＲ西日本「おでかけネット」 ■「WESTER」（スマホアプリ） ■全日空（スマホアプリ）

■JICA Magazine 12月号 ■サンケイリビング 1月26日号 ■梅田スカイビルHP NEWS

■外務省HP

■イベント告知



来場者アンケート(1)回答者数316人

34

男性数, 19.0%

女性数, 59.5%

その他(未回答含む), 

21.5%

来場者性別構成比
10歳未満

6.6%

10代
20.3%

20代
5.7%

30代
16.1%

40代
13.0%

50代
16.8%

60代
11.1%

70代
10.1%

未回答
0.3% 来場者年代別
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68

59

60
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大阪市内

大阪府下

その他

未回答

所在地別人数



来場者アンケート(2)
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とてもよい
42.7%

よい
40.5%

ふつう
7.9%

よくない
0.3%

未回答
8.5%

OWF全体的な印象
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印象に残った・楽しかったプログラム
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OWFを何で知ったか

※体験プログラムは、民族衣装、小枝のストラップアート、リース作り、異文化体験ピニャータ作り、貝殻アート
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来場者アンケート(3)
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今後要望するプログラム

・ステージ
音楽、各国の歌、ショー、アイドルショー、国々のイベント、民族について

・講演およびワークショップ
SDGsの取り組み、日本語教育セミナー、コーヒーやチョコレートのお話、
アフリカンプリントでのワークショップ

・体験
民族衣装が多いと嬉しい、体験型のブース、ハンドメイド作り、蜜蠟のエコラップ作り、
各国の文化体験

・スポーツ
みんなでスポーツ、スポーツプログラム、世界のスポーツ体験を数多く、
車いすバスケットボール

・飲食
飲み物店、グルメフェス、色々な国の文化的な食べ物販売、試飲や試食等もしたかった

・交流
海外の方との交流、留学生との交流、各国の方とやさしい日本語や英語で交流する、
パレスチナやアフガニスタンと交流

・遊び
ビンゴ、ゲーム、クイズ、子供や幼児が参加できるイベントを増やして欲しい

・その他
防災グッズ、ロボット、手話のブースもあれば、森林とかの内容、
平成ギャルの研究およびコスプレ

その他気づきの改善点、ご意見、ご感想

改善点・ご意見

会場案内の一工夫
・セミナーやボッチャの場所が分かりにくかった
・授乳室の案内
・耳が不自由な人も参加しやすい工夫があれば良い

ステラホールの換気について
・ステラホールの中が暑すぎ
・会場の熱気がすごく換気が必要と考える

開催時期
・春開催が良いです
・暖かい時期の開催は不可能なのでしょうか？
・開催日数を少し長く平日もしては

その他
・人の流れをさえぎらない導線（動線を）
・もっと宣伝して知らせた方が良いのでは
・広いのはいいけれど、もっとキッチンカーがあれば

ご感想
・良かったと思う
・とても楽しかった
・モルックが楽しかった
・初めて来ましたが楽しい１日でした
・２日間来ました
・ひとり参加でもいろいろブースで交流でき楽しかった
・様々な地球の問題に寄り添ったことができていてすごいと思った
・勉強になりました
・たくさんの人と関わることができ参加してよかった
・丁寧に分かりやすく教えてくれてありがとうございます
・難しい内容を分かりやすく説明してくれた
・トマトの人がおもしろかった、トマト刑事をもっと見たかった
・ボランティアが頑張っておられてよかった
・来れる限りは来たい
・これからも続けて欲しいなと思います



出展者アンケート 回答数：65
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1回目

14%

2回目

9%

3回目

6%

4回目

2%

5回目以上

57%

不明

12%

参加回数

来年も参加し

たい

85%

できない

0%

わからない

12%

空白

3%

次年度の参加意向

8%

46%

18%

3%
5%

20%

～50人 ～100人 ～200人 ～300人 301人～ 不明

出展ブースへの来場参加者数

良かった点、課題や意見

ブースの広さ、設備の良さ、会場の立地の良さのほか、集客活動が良く、来
場者数も増加しているとのお声を頂いた。

課題として、初日の設営時にブース場所が分かりづらかったので事前にブー
スNo.を掲示してもらえたら助かる、出展の準備を前日からできるようになっ
ていれば有難かった、WiFiの提供をして欲しい、出展ブースの出身県記載等

の要望の他、スタンプラリーはブース出展者にもさせて欲しい、ブースが狭い
（奥行が狭い）というお声も頂いた。また、政府観光省の参加が私たちだけで
他国も参加があればよかった、飲食ブースが全くエシカルでなくヴィーガンな
ので食べるものがなく困った。という感想も頂いた。

アンケートでは、65団体中55団体が「来年も参加したい」と回答している。



ボランティアアンケート(1)
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a.女性, 

65.0%

b.男性, 

35.0%

c.その他, 

0.0%

男女構成比

a.20歳未満, 40.7%

b.20代, 16.3%c.30代, 14.6%

d.40代, 8.1%

e.50代, 10.6%

f.60代, 5.7% g.70代以上, 3.3%

年齢別構成比

a.高校生, 28.5%

b.大学生・大学院生, 21.1%

c.会社員・団体職員, 32.5%

e.教員, 0.8%

f.パート・アルバイト, 7.3%

g.無職, 3.3%
h.その他, 6.5%

職業別構成比

a.ボランティアとして1回目, 85.4%

b.ボランティアとして2回目, 8.9%

ｃ.ボランティアとして3回目, 1.6%

d.ボランティアとして4回目, 0.8% e.ボランティアとして5回以上, 3.3%

ボランティアとして



a.大変よかった, 62.6%

b.よかった, 

30.9%

c.どちらともいえない, 4.9%

d.あまりよくなかった, 0.8% e.よくなかった, 0.8%

ボランティアに参加してどうでしたか

ボランティアアンケート(2)
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次年度の参加について
c.どちらともいえない 2.4％ d.やらない 2.4％

a.ぜひやってみたい
48.8%

b.時間があればやってみたい
45.5％

e.未回答 0.8%
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ボランティアアンケート(3)

40

a.大変よかった, 57.7%b.よかった, 

40.7%

c.どちらともいえない, … 未回答, 0.8%

OWFの印象イベントに参加して感じたこと及び感想について

◎交流ができた、良い経験ができた、楽しかった
・体験コーナーで子どもたちと交流できてよかった。
・たくさんの方と出会えた上に、国際交流もできたことにとても楽しく感じる事ができました。
・同じボランティア仲間の方やリーダーの方がとても優しく、楽しく参加させて頂きました。
・幅広い年齢層の方が沢山来場されていて、いろんな交流が深まるイベントでした。とても楽しめました。
・とてもよい経験になりました。
・ミャクミャクを通して様々な方と交流する事ができ貴重な経験ができました。

◎参加して良かったこと、感じたこと
・ボランティアしながら会場も見て回ったりもできてとても楽しめました。
・セミナーを担当させて頂き、室内でお話聞ける時間もあり嬉しかったです。
・伝える方も参加される方も多様で、色んな方々が関心を持ち活動されていることも驚きでした。視野が

広がった気がします。
・個人的には韓国語や英語で話したかったので外国の方に話しかけることができて嬉しかったです。
・初めて参加し、思っていたより規模が大きく驚きました。
・担当したモルックでは、幅広い世代の方や国籍の方がいて交流する事ができましたし、自身の中で課

題を見つけることができました。
・飲食スペースが通りやすくてよい。
・説明会の開催など当日までのご案内が丁寧で有難かったです。

◎気づいたこと
・朝礼では男性陣のお話の声が聞こえませんでした。
・パンフを手渡していたがWEBで見るから要らないと言われることがあった。
・QRコードを入口付近に看板として掲示し、スマホで見れるようにしたらよいのでは。英語版薄い1枚ではな

くパンフがあれば。
・ステラホールがどこなのかわかっていない人が多すぎるのでもう少し正確に書くべきだと思います。
・ゴミ箱を設置してほしいです。ゴミ箱が店の分しかないのが大変だった。
・3F入口でセミナー会場案内をしていた時、誤って空中庭園を訪ねる観光客が結構多かった。1F入口での

アナウンスがもう少しあれば。
・会場がもう少し広げれば。座れる場所がもう少しあると良いと思った。
・館内飲食禁止にもかかわらず館内で出展者がコーヒー試飲を提供するのはいかがなものか。
・体験コーナーで備品が少し足りなかった印象です。
・民族衣装担当で、どこの国の服がわからないのが結構あって、ご案内できなかっことが悔しかったです。
・エリアリーダーの統率が弱い。

◎その他
・学校関係の手伝いをしているので、子ども達や先生方にもフェステ
ィバルのことを伝えようと思います。

・体調や問題意識をもっと準備して、自分の個性に合わせた何らか
の形で関わりたいと感じました。

・来年は入試なのでボランティアができません。



収支報告
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１）収入の部
2020年度
（実績）

2021年度
(実績）

2022年度
(実績）

2023年度
(実績） ２）支出の部

2020年度
（実績）

2021年度
(実績）

2022年度
(実績）

2023年度
(実績）

出展料 271,000 400,000 1,216,500 1,635,000 設営費及Web制作、レンタル費等 1,190,828 4,291,100 6,499,688 3,770,008

協力金 1,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000,000 関テレ使用料（アリーナ使用料） 0 0 0 0

協賛金 2,645,000 3,280,000 6,750,000 3,615,000 山西福祉記念会館賃借料 0 0 587,000 0

外務省写真展 316,910 138,028 ライブ配信経費 0 0 82,555 0

会場募金 0 0 0 4,548 大阪プロレス 0 0 1,000,000 100,000

寄付金 1,276,000 2,390,000 2,216,065 1,200,000 報償費（謝礼・賞金等） 410,000 275,000 605,650 821,300

受取利息 4 19 13 13 印刷製本費 220,000 176,000 748,000 681,000

収入合計 5,192,004 7,070,019 11,499,488 7,592,589 タペストリー 0 0 82,500 39,600

通信運搬費 200,744 158,836 192,135 228,880

旅費交通費 0 4,870 8,710 0

体験コーナー材料費 0 0 25,109 1,100

消耗品費 9,761 0 47,673 71,771

保険費用 0 0 69,680 95,540

雑費 0 7,201 11,380 42,408

支払手数料 1,760 6,160 11,440 6,545

人件費 2,400,000 2,670,000 1,200,000 1,495,018

クラウドファンディング手数料 238,612 0 0 0

現場管理費 0 0 3,000 0

キッチンカー（1台分） 0 0 55,000 55,000

外務省写真展 0 0 316,910 138,028

支出合計 4,671,705 7,589,167 11,546,430 7,546,198

収支差額 520,299 -519,148 -46,942 46,391

前期繰越金 50,251 570,550 51,402 4,460

次期繰越（収支差額） 570,550 51,402 4,460 50,851

（単位：円）

第31回ワンワールドフェスティバル　収支報告書


